 (
退職給与金
退職一時金
)様式第14号（第48条関係）
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	履歴書
	番号
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	ふりがな
氏名
	
	性別
	男・女
	写真

	
	
	
	
	

	ふりがな
旧氏名
	
	改氏名年月日
	年　月　日
	

	
	
	
	
	

	生年月日
	年　　月　　日
	写真撮影年月
	年　　月
	

	本籍地
	

	
	
	年　　月転籍

	現住所
	

	
	
	年　　月転居

	
	
	年　　月転居

	学歴
	学校・学部・学科名
	修学期間
	卒業・修了・中退等の別

	
	
	から
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	第　学年
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退職手当・退職年金
	種別
	裁定
年月日
	基礎となった
在職期間
	金額
	摘要

	
	恩給（退隠料・退職年金）
	・　・
	年　月から
年　月まで
	
	

	
	一時恩給
	・　・
	年　月から
年　月まで
	
	

	
	退職手当
	・　・
	年　月から
年　月まで
	
	

	転退職年月日
	年　　月　　日
	転退職事由
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	任免・賞罰その他の事項
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	年月日
	任免・賞罰その他の事項
	官公庁その他

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	




記載注意事項
1　ペン書、かい書とし、数字を用いるときは、アラビヤ数字とする。
2　氏名、生年月日、本籍地は、戸籍により正確に記載すること。
3　性別欄は、該当する文字を○で囲むこと。
4　旧氏名欄には記入しないこと。（この履歴書提出以後に氏名を改めた場合、現在の氏名が旧氏名となって記入されるものである。）
5　学歴欄には、小学校の卒業から最終の学校までを順次記載すること。
6　資格、免許欄には、教員、医師、薬剤師、看護婦、保健婦、自動車運転等の免許、公務員試験、司法試験、裁判所書紀官試験等の試験合格、測量士、保母等の資格に関する事項を記載すること。
7　退職手当、退職年金その他の欄には、過去に受けた退職手当、恩給、退職年金、退職一時金等種別毎の裁定年月日、基礎在職期間、支給を受けた額（恩給等については裁定額）について記載すること。
8　任免、賞罰その他の事項欄には、すべて年月日順におおむね次の事項を記載すること。
⑴　学歴（就職（民間会社その他の就職を含む。）直前における最終学歴およびそれ以後の学歴）、試験合格、免許状、講習（研修）修了、任免、勤務、改姓、官職名、給料、叙位、叙勲、賞罰、外国出張および帰国、兵役、勲章、恩給、賜金、退隠料、退職給与金、退職手当等を記載すること。
⑵　官職名の改廃、俸給令、給与条例等の改正、分限、懲戒その他法令の改正による身分上の異動は、朱書すること。
⑶　兵役にあった者については、入営（部隊名）、除隊、進階、補職、予・後備役、召集、動員、解除、復員等についてできるだけ詳細に記載すること。
⑷　本町職員となる前の履歴については、⑴に準じ公務員、民間の経歴等についてもれなく記載すること。
